
１
号
～
6
5
号

第
１
号
Λ
一
九
六
三
・
一
一
▽
横
浜
市
の
未
来
像

第
２
号
〈
一
九
六
四
・
二
▽
横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
八
一
九
六
四
・
六
▽
子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
〈
一
九
六
四
・
八
▽
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
づ

第
５
号
△
一
九
六
四
・
一
一
▽
海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
八
一
九
六
五
・
二
▽
地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
△
一
九
六
五
・
五
∇
宅
地
開
発
の
現
状
と
対
策

第
８
号
〈
一
九
六
五
・
八
∇
戦
後
2
0
年
－
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
〈
｝
九
六
五
・
一
一
▽
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
に
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る

第
1
0
号
△
一
九
六
六
・
二
▽
区
役
所
問
題

第
1
1
号
△
一
九
六
六
・
五
▽
横
浜
文
化
論
－
新
し
い
文
化
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
は
可
能
か

第
1
2
号
〈
一
九
六
六
・
八
▽
首
都
圏
と
横
浜

第
1
3
号
八
一
九
六
七
・
二
▽
新
し
い
横
浜
の
記
録

第
1
4
号
△
一
九
六
七
・
六
▽
大
都
市
圏
の
問
題

第
1
5
号
△
一
九
六
七
・
九
▽
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
6
号
△
一
九
六
七
・
一
一
▽
続
　
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
7
号
△
一
九
六
八
・
二
▽
公
害
対
策
－
横
浜
方
式

第
1
8
号
△
一
九
六
八
・
八
▽
二
〇
〇
万
都
市

第
1
9
号
△
一
九
六
八
・
一
〇
▽
郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
2
0
号
＜
一
九
六
八
・
一
ニ
▽
転
換
期
の
福
祉
行
政

第
2
1
号
八
一
九
六
九
・
三
▽
市
民
の
安
全

第
2
2
号
＜
一
九
六
九
・
八
▽
都
市
と
緑

第
2
3
号
〈
一
九
六
九
・
一
一
▽
都
市
化
と
老
人
問
題

第
2
4
号
△
一
九
七
〇
・
一
▽
基
地
と
市
民
運
動

第
2
5
号
〈
一
九
七
〇
・
三
▽
京
浜
工
業
地
帯

第
2
6
号
△
一
九
七
〇
・
六
∇
余
暇
と
そ
の
環
境

第
2
7
号
△
一
九
七
〇
・
一
一
∇
都
市
廃
棄
物

第
2
8
号
＜
一
九
七
一
・
三
▽
六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方
向

第
2
9
号
△
一
九
七
一
・
三
∇
新
市
民
と
自
治

第
3
0
号
△
一
九
七
一
・
六
▽
水
資
源
と
水
行
政

第
3
1
号
△
一
九
七
一
・
九
▽
住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
3
2
号
△
一
九
七
一
・
一
ニ
▽
自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
3
3
号
△
一
九
七
二
・
三
▽
都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
3
4
号
△
一
九
七
二
・
六
▽
都
市
化
と
財
政

第
3
5
号
＜
一
九
七
二
・
九
▽
住
民
と
「
知
る
権
利
」

第
3
6
号
＜
一
九
七
二
・
一
ニ
▽
住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
意
識
調
査
か
ら
▽

第
3
7
号
＜
一
九
七
三
・
三
▽
地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理

第
3
8
号
＜
一
九
七
三
・
六
▽
住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
3
9
号
△
一
九
七
三
・
九
∇
大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
4
0
号
△
一
九
七
三
・
一
ニ
▽
大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
4
1
号
△
一
九
七
四
・
三
▽
都
市
と
精
神
の
問
題

第
4
2
号
△
一
九
七
四
・
六
▽
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

第
4
3
号
△
一
九
七
四
・
九
▽
出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
4
4
号
＜
一
九
七
四
・
一
二
▽
消
費
者
と
物
価

第
4
5
号
△
一
九
七
五
・
三
∇
「
福
祉
」
問
題
再
考

第
4
6
号
△
一
九
七
五
・
六
∇
都
市
と
家
族
の
問
題

第
4
7
号
＜
一
九
七
五
・
九
∇
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
4
8
号
△
一
九
七
五
・
三
▽
地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
4
9
号
△
｝
九
七
六
・
三
∇
区
民
生
活
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
『
－
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心
に

第
5
0
号
＜
一
九
七
六
・
六
▽
都
市
行
政
の
主
体
性

第
5
1
号
△
一
九
七
六
・
九
∇
都
市
の
な
か
の
川

第
5
2
号
△
一
九
七
六
・
一
二
▽
都
市
と
港
湾

第
5
3
号
△
一
九
七
七
・
三
∇
横
浜
の
文
化
と
行
政

第
5
4
号
△
一
九
七
七
・
六
∇
市
民
の
医
療
と
行
政

第
5
5
　
号
＜
一
九
七
七
・
九
∇
都
市
に
お
け
る
学
校

第
5
6
号
＜
一
九
七
七
・
一
二
∇
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
5
7
号
＜
一
九
七
八
・
三
∇
地
区
計
画
と
住
民

第
5
8
号
△
一
九
七
八
・
六
∇
都
市
に
お
け
る
資
料
館

第
5
9
号
△
一
九
七
八
・
九
∇
横
浜
の
緑
と
保
存

第
6
0
号
△
一
九
七
八
・
一
二
▽
横
浜
の
盛
り
場

第
6
1
号
＜
一
九
七
九
・
三
▽
地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
6
2
号
△
一
九
七
九
・
六
▽
都
市
と
子
ど
も

第
6
3
号
△
一
九
七
九
・
九
▽
横
浜
の
地
下

第
6
4
号
〈
一
九
七
九
・
一
ニ
▽
市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
6
5
号
△
一
九
八
〇
・
三
▽
横
浜
の
国
際
性
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6
6
号
～
1
0
5
号

第
6
6
号
△
一
九
八
〇
・
六
▽
歩
行
者
空
間

第
6
7
号
△
一
九
八
〇
・
九
▽
市
民
と
健
康

第
6
8
号
△
一
九
八
〇
・
三
∇
老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
6
9
号
△
一
九
八
一
・
三
▽
都
市
の
自
治

第
7
0
号
△
一
九
八
一
・
六
▽
都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
7
1
号
△
一
九
八
一
・
九
▽
共
生
の
時
代

第
7
2
号
△
｝
九
八
一
・
一
ニ
▽
婦
人
問
題

第
7
3
号
△
一
九
八
二
・
三
▽
ア
ジ
ア
の
都
市
と
横
浜

第
7
4
号
△
一
九
八
二
・
六
∇
横
浜
と
農
業

第
7
5
号
△
一
九
八
二
・
九
∇
横
浜
と
工
業

第
7
6
号
＜
一
九
八
二
・
一
ニ
∇
都
市
と
水
環
境

第
7
7
号
△
｝
九
八
三
・
三
∇
職
員
の
自
主
研
究

第
ｏ
ｏ
号
△
一
九
八
三
・
六
∇
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

第
7
9
号
＜
一
九
八
三
・
一
〇
▽
横
浜
市
財
政
と
行
政

第
8
0
号
△
一
九
八
四
・
二
▽
高
齢
社
会
の
課
題

第
8
1
号
＜
一
九
八
四
・
三
▽
市
民
・
地
域
・
行
政

第
8
2
号
△
一
九
八
四
・
九
▽
緑
保
存
の
方
策

第
ぬ
号
△
一
九
八
四
・
二
▽
横
浜
と
商
業

第
8
4
号
△
一
九
八
五
・
二
∇
福
祉
と
民
間
活
力

第
8
5
号
＜
一
九
八
五
・
三
∇
区
行
政
－
あ
り
方
と
個
性
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
の
試
み

第
8
6
号
△
一
九
八
五
・
一
〇
▽
都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
8
7
号
△
一
九
八
五
・
一
ニ
〉
横
浜
の
産
業
政
策
－
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
活
動
を
中
心
に

第
8
8
号
△
一
九
八
六
・
二
▽
市
民
と
図
書
館

第
8
9
号
△
一
九
八
六
・
三
▽
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政

第
9
0
号
△
一
九
八
六
・
九
▽
ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
9
1
号
△
一
九
八
六
・
一
一
▽
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
9
2
号
△
一
九
八
七
・
一
▽
横
浜
の
公
共
交
通

第
9
3
号
△
一
九
八
七
・
三
▽
地
域
情
報
・
行
政
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

第
9
4
号
△
一
九
八
七
・
六
▽
博
物
館
を
考
え
る

第
9
5
号
△
一
九
八
七
・
九
▽
子
ど
も
と
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
遊
び
・
自
然
・
ま
ち
づ
く
り

第
9
6
号
△
一
九
八
七
・
一
二
▽
都
市
と
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

第
9
7
号
△
一
九
八
八
・
三
▽
ま
ち
の
特
徴
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
歴
史
、
文
化
と
の
か
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
な
か
で

第
9
8
号
＜
一
九
八
八
・
六
∇
み
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
現
状
と
新
し
い
動
き

第
9
9
ｓ
号
△
一
九
八
九
・
一
▽
横
浜
論

第
1
0
1
号
△
一
九
八
九
・
三
∇
市
民
と
生
涯
学
習

第
哩
号
△
一
九
八
九
・
六
∇
8
9
・
職
員
の
自
主
研
究

第
掴
号
△
一
九
八
九
・
九
▽
車
社
会
を
考
え
る

第
1
0
4
号
△
一
九
八
九
・
一
二
▽
都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

第
初
号
△
一
九
九
〇
・
三
∇
横
浜
-
東
京
圏
の
中
で
考
え
る
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●
第
1
0
1
号
△
一
九
八
九
年
三
月
▽

特
集
・
市
民
と
生
涯
学
習

市
民
と
生
涯
学
習

市
民
と
学
習
、
活
動

①
地
域
の
子
供
達
と
共
に

山
本
恒
夫

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

②
「
女
の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ビ
デ
オ
で
表
現

③
洋
光
台
男
声
合
唱
団

④
通
信
制
高
校
生
と
学
習

実
感
的
生
涯
学
習
論

地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み

①
住
民
意
識
を
育
て
よ
う

②
社
会
教
育
と
生
涯
学
習

嶋
田
昌
子

中
野
堅
五

持
田
紀
夫

水
野
彭
雄

中
村
喜
久
栄

西
村
英
彦

横
浜
女
性
フ
ォ
上
フ
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
拠
点

小
山
内
い
づ
美

横
浜
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
に
つ
い
て

①
構
想
へ
の
あ
ゆ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
貞
雄

②
横
浜
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
に
期
待
す
る

新
書
紹
介
／
生
き
る
た
め
の
道
具
づ
く
り

栗
原
敦
雄

笹
目
孝
夫

●
第
1
0
2
号
△
一
九
八
九
年
六
月
▽

特
集
・
職
員
の
自
主
研
究

職
員
の
自
主
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
田
忠
夫

金
沢
臨
海
部
再
整
備
構
想
　
　
　
　
松
本
　
陽
　
済
田
寿
幸

　
　
　
本
田
久
美
子
　
中
川
理
夫
　
湯
川
光
夫
　
関
口
昌
幸

横
浜
の
ト
レ
ン
ト
を
さ
ぐ
る
　
　
　
小
杉
聖
志
　
加
藤
美
奈

　
　
　
　
高
橋
俊
和
　
松
寄
尚
紀
　
中
野
俊
明
　
城
内
孝
元

1
0
1
号
～
1
0
4
号

　
　
　
　
廣
田
敦
志
　
江
口
頼
幸

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
テ
ィ
構
想

　
　
　
　
井
上
雄
太
　
田
代
　
理
　
小
高
英
明
　
内
田
亜
仁

自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
－
榊
原
和
雄
　
高
橋
正
幸

　
　
　
池
内
ユ
カ
リ
　
鈴
木
恵
子
　
長
尾
政
治
　
平
野
壽
幸

地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
文
化
施
策
　
　
　
　
　
長
谷
川
秀

　
　
　
　
篠
原
一
義
　
青
木
直
人
　
金
田
竜
生
　
松
岡
文
和

　
　
　
　
犬
塚
　
克
　
小
室
敏
勝

地
域
の
育
児
力
を
考
え
る
　
　
　
　
　
港
北
保
健
所
保
健
課

精
神
薄
弱
者
福
祉
の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
小
俣
典
之

　
　
　
　
蒲
原
貴
志
　
魚
谷
早
苗
　
安
斎
裕
子
　
石
原
雅
子

　
　
　
　
牛
尾
泰
子
　
高
橋
　
薫
　
菅
原
正
興

行
政
研
究
／
み
な
と
文
化
の
創
造
、
発
見
、
そ
し
て
伝
承

二
見
尚
子

新
書
紹
介
／
図
説
・
横
浜
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
村
田
和
義

　
　
　
　
／
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
百
年
の
歩
み
－
大
河
内
保
雪

　
　
　
　
／
横
浜
・
都
市
と
建
築
の
一
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
大
宮
員
一

●
第
1
0
3
号
△
一
九
八
九
年
九
月
∇

特
集
・
車
社
会
を
考
え
る

車
社
会
の
変
化
を
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
か
ら
み
る
と

松
本
健
造

横
浜
の
自
動
車
交
通
　
　
　
　
　
　
広
瀬
貞
男
　
山
本
辰
久

交
通
事
故
と
安
全
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
功

住
宅
地
に
お
け
る
駐
車
場
の
確
保
と
そ
の
取
り
組
み

①
共
同
住
宅
等
の
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

谷
垣
弘
行
　
鷲
森
寿
明

②
住
宅
地
に
お
け
る
駐
車
場
設
置
へ
の
取
り
組
み

福
永
哲
夫

車
社
会
と
企
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
光
哲
次
郎

車
社
会
の
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
陽
一

行
政
資
料
／
自
動
車
公
害
防
止
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

新
書
紹
介
／
近
く
て
近
い
ア
ジ
ア

●
第
1
0
4
号
△
一
九
八
九
年
十
二
月
▽

特
集
・
都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

都
市
と
生
活
ス
ト
レ
ス

小
柳
高
好

山
本
　
忍

石
原
邦
雄

都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
武
彦

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

水
深
都
加
佐

働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
浩
一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
思
春
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
-
渡
辺
久
子

横
浜
い
の
ち
の
電
話
相
談
－
長
谷
川
浩
一
　
内
田
恵
美
子

座
談
会
・
地
域
に
お
け
る
精
神
保
健
活
動
の
実
際
と
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
小
坂
　
功
　
菊
池
　
正
　
児
玉
三
千
江

　
　
　
　
佐
伯
　
彰
　
吉
塚
晴
夫
　
小
林
光
政
　
助
川
征
雄

横
浜
市
の
精
神
保
健
対
策
の
現
状
と
課
題
－
田
中
克
子

新
書
紹
介
／
失
わ
れ
た
も
の
を
追
い
求
め
ず
に
－
伊
藤
　
孝

調
査
季
報
総
目
次



ISSＮ０３８７－８８９９

調査季報

　　　　　　●

　　横浜市のデータ

　　　　人口

3,200,819＜2･3・1＞

世帯数

1,149,746＜2・3・1＞
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